
















 

 Spina bifida(以下 S･B･とする)の新生児期の下肢障害の診断方法を列記した

(図 1)。 

先ず神経障害による muscle imbalance によって生じる下肢変形,股関節脱臼を

診断することで,麻痺高位を推定できる。Sharrard は下肢変形と筋活動を観察

することによって,麻卑の程度により六群に分類している。 


